
令和８年度「都心の生きもの復活事業」実施団体募集要領 

生物多様性に配慮したまちづくりを推進するため、都心やその周辺において生物多

様性に配慮した緑化に積極的に取り組み、生態系の回復とその場を通した生物多様性

の普及啓発を行っていただける事業者・市民団体等を募集します。 

１ 趣旨 

本市では令和 3年度から、都心部を中心とする市街地において、生物多様性に配

慮した緑化を進め、生態系を回復させていくとともに、その場所を通して生物多様

性の大切さを伝える取り組みである「都心の生きもの復活事業」を実施しています。 

本市が策定した「なごやのまちなか生物多様性緑化ガイドライン」（以下、「ガイ

ドライン」という。）を活用し、本事業に積極的に取り組んでいただける令和 8年度

の事業者・市民団体等の団体（以下、「実施団体」という。）を募集します。 

２ 募集対象者 

事業者、市民団体等の各種団体（個人での応募は対象外とします） 

３ 募集対象場所 

名古屋市内の民有地、公有地 

実施場所は、実施団体の所在地または日常的に活動する場所であること。 

実施団体と土地の所有者または管理者が異なる場合は、土地の所有者等の同意

が得られていること。 

公有地の場合：申請時における土地の所有者等の同意は不要ですが、一次審査 

通過後に土地の所有者等との協議が必要です。当該協議が成立 

しない場合は最終選考の対象外となります。 

民有地の場合：申請時に土地の所有者等の同意を得ていた場合でも、一次審査 

通過後に、本市等と協議が必要な場合があります。 

４ 実施内容 

（１）生物多様性に配慮した緑化等の実施 

本市から提供する植物、植栽基盤材料、普及啓発看板などを使用し、植え付け

等を行い、生態系回復とその場を通した生物多様性の普及啓発を行っていただき

ます。 

なお、具体的な緑化の内容については、実施団体がガイドラインを踏まえて企

画したコンセプト等を基にして、可能な限り在来種を用いる考えのもと、一次審

査通過後に本市と調整を行います。 

また、本市ウェブで公開している「植えてはいけない/植えることを推奨してい

ない外来種リスト」からは選定することはできません。 

（２）維持管理・事後モニタリング 

  植栽等の水やりや手入れなどの日常的な維持管理を継続的に行うとともに、飛



来する昆虫等の生息状況調査（モニタリング）を行っていただきます。モニタリ

ングについては、ガイドラインの 66 ページを参照してください。 

（３）市民への普及啓発 

     本市から提供する生きもののつながりを解説した普及啓発看板を設置してい

ただき、その場を通して生物多様性の普及啓発を行っていただきます。（普及啓

発看板のデザインや内容は本市との調整のうえ決定します。） 

また、実施団体において、ウェブサイトや SNS を活用した PR や生きもの観察会

などの実施など、独自の普及啓発を年に１回以上お願いします。普及啓発は、ガ

イドライン 67、68 ページを参照してください。 

（４）環境学習への協力 

 上記（１）～（３）の実施にあたり、本市の実施する環境学習の場としてご協

力をお願いさせていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

（５）役割分担

実施団体に行っていただくこと※1 名古屋市が行うこと 

・生物多様性に配慮した緑化等の実施 

（事前準備、植え付け（公開※2）等） 

【令和 9年 3月 31 日までに】 

・植物（樹木、地被植物など）、植栽基盤材

料（客土、プランター、屋上緑化資材な

ど）の提供※3 

・採択団体決定及び植え付け（公開）の報道

発表、SNS による普及啓発 

・普及啓発看板の意向検討、設置作業 

【令和 9年 3月 31 日までに】 
・普及啓発看板のデザイン化、製作・提供 

・植物の維持管理（水やり、手入れ等） 

【少なくとも令和 12 年 3 月 31 日まで】

・施工後の生き物調査（モニタリング）及

び市民への普及啓発 

 【少なくとも令和 10 年 3 月 31 日まで】

・ウェブサイトや SNS による普及啓発 

※1 施工に係る費用は実施団体の負担となります。また、植え付けや維持管理を業

者委託する場合の費用や、残土の処分費用等も実施団体の負担となります。 

※2 本事業は、取り組みを通じて生物多様性の大切さを市民に普及するものである

ため、植え付け作業の様子を公開で実施していただきます。 

（参考）令和 7年度の公開の様子 

https://www.city.nagoya.jp/kurashi/kankyou/1012463/1034790/1033483.html

※3 灌水施設（散水栓、給水管など）や一年草等の短期間で枯れてしまう植物は対象

外です。また、植物や植栽基盤材料の提供は一回のみで、枯れてしまった植物や

破損した植栽基盤材料の交換は行いません。 



５ 予算 

 1 団体 100 万円程度（実施団体数によって変動する可能性あり） 

６ 応募条件 

本市が提供する植物（「植えてはいけない/植えることを推奨していない外来種

リスト」からは選定することはできない。）等を用いた緑化等の実施（植物の植

え付け（公開）、普及啓発看板の設置等）を令和 9 年 3 月 31 日までに完了でき

ること。 

施工した植物や普及啓発看板は、少なくとも令和 12 年 3 月 31 日までは撤去や

移設は行わず良好に維持管理すること。施工後、やむを得ない理由により前述

の期間内に撤去等が必要となる場合は、本市と協議のうえ許可を受けること。

（撤去にかかる費用は実施団体の負担となります） 

施工後の生き物調査（モニタリング）及び市民への普及啓発を少なくとも令和

10 年 3 月 31 日まで実施すること。 

実施団体が暴力団もしくは暴力団員と密接な関係を有する者でないこと。

７ 募集期間 

令和 8年 3月 24 日（火）～令和 8年 5月 22 日（金）【必着※】 

  （※メール・郵送の場合は必着、持参の場合は午後 5 時 30 分まで） 

８ 応募書類 

令和８年度「都心の生きもの復活事業」応募申請書（様式 1）  

事業実施計画（様式 2） 

９ 応募方法

  上記 8の必要書類をメールまたは郵送、持参にて提出してください。 

１０ 選定方法 

下記の審査基準に従い、有識者を含む選定委員により一次審査を行います。 

【一次審査評価基準】 

項目 審査内容 配点 

実施体制

施 工 体 制 ・緑化の施工を適切に行える体制が整っているか 10 

維 持 管 理 体 制
・植栽等の水やりや手入れなどの日常的な維持管理

が継続的に行える体制が整っているか 
20 

普及啓発

効 果

ロ ケ ー シ ョ ン

・実施場所は、多くの人の目にとまる場所であるか 

・都心やその周辺など事業趣旨に沿った場所である

か 

30 

実施可能な面積 ・植物を植え付ける面積は十分であるか 10 

そ の 他

実 施 内 容

・事業の趣旨、目的を理解した実施内容であるか 

・緑地のコンセプトはガイドラインに沿って構想さ

れているか 

20 

独 自 の 取 組 み

・普及啓発、生物多様性以外の他分野の課題解決につ

ながる要素、地域内における展開などについて独

自の取組みはあるか 

10 



一次審査で選定された実施団体については、緑化等の内容について、書面及び

現地において本市と調整・協議を行います。調整・協議が成立した実施団体を

対象に、実施内容が法令や本市の各種規定に適合しているかの最終審査を行い、

実施団体を決定します。（スケジュールは別紙を参照） 

一次審査選定後に本市等と行う調整・協議が成立しないときは、最終審査の対

象外となります。 

１１ 応募にあたって参照する資料 

   ガイドライン等は、以下の市ウェブサイトに掲載しています。 

なごやのまちなか生物多様
性緑化ガイドライン 

https://www.city.nagoya.jp/ 

kurashi/kankyou/1012463/ 

1034790/1012494.html 

植えてはいけない/植えるこ
とを推奨していない外来種
リスト 

https://www.city.nagoya.jp/ 

kurashi/kankyou/1012463/ 

1034790/1042916.html 

１２ その他 

都市緑地法に定める緑化地域制度に係る緑化については、同法のほか名古屋市

緑化地域制度実施要綱等の関係規程を順守してください。 

また、以前に緑化地域制度により整備した緑化施設を改修する場合は、緑化地

域制度で定める緑化率を充足するようにしてください。 

１３ 問い合わせ・書類提出先  

〒460-8508 名古屋市中区三の丸三丁目 1番１号  

名古屋市環境局環境企画課 電話：052-972-2698 

メールアドレス：a2662-01@kankyokyoku.city.nagoya.lg.jp 

（参考） 生物多様性に配慮した緑化の一般的な考え方 

① 緑地の面積を広くとる 
生きものの住める場所を増やすため、より広い面積の緑地

があれば、安定した生育・生息場所となる。 

② 多種多様な植物を用いる 
生きものも好みは色々。多くの生きものが住めるように多種

多様な植物を用いる。 

③ 階層構造をつくる 
高木層、低木層、草本層といった階層構造を意識し、生きも

のの多様な生息・生育空間を創出する。 

④ できるだけ在来種を使いましょ

う 

緑化植物には外来種や外国産在来種は可能な限り用いず、

できるだけ日本の在来種を用いる。 



⑤ 目標種を決めて、それらの生き

ものを呼ぶための工夫をしまし

ょう 

生きものにはそれぞれ好きな花や葉っぱがあります。目標種

を決め、その生きものの特性にあった植栽を目指す。 

⑥ 生きものをみんなで楽しむ 

生物多様性が高まった緑地をみんなで楽しむ。生態系や生

きものについての解説板を設置し、みんなでモニタリングを

する。 

（参考）令和 7年度の様子（植え付け（公開）の様子、SNS での発信等） 

https://www.city.nagoya.jp/kurashi/kankyou/1012463/1034790/1033483.html



申請書類締切

一次審査

一次審査選定団体の決定

本市等との応募内容の調
整・協議・現地確認

最終審査

事業の実施
・植え付け（公開）

・普及啓発看板の設置

スケジュール（令和８年度・予定）

令和８年5月２２日

各種資材の現物提供

不成立

成立

最終審査
の対象外

事業実施団体
の決定

別紙

6月上旬～中旬

6月中旬

７、８月

９月中旬

９月中旬～下旬

１０月以降

令和９年3月31日
まで


